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認知症対応型共同生活介護

「笑顔の介護」「ご自宅と変わりない安心感」を理念に掲げております。事業所の特
徴としましては、午前中を活動的に過ごせるようにクラブ活動やレクリエーションに
力を入れております。コロナ禍でも安全にレクが楽しめるように少人数制でのクラブ
活動を多く開催しております。内容は「書道」「ダンス」「ネイル」「卓球」などが
あり、ご利用者様が講師役なることもあります。職員がバンド演奏をしたり、仮装を
するなど、職員と利用者様のふれあいを大事にしております。ご家庭と変わらぬ安心
感を持って頂けるように、お部屋の小物やお茶碗などの食器を入所時にお持ちいただ
いてます。イベント、壁飾り、手作りカレンダーは季節感が感じられるよう工夫して
おります。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

サービス種別
定　 員　 等

平成31年3月1日

平成31年3月1日指 定 年 月 日
1495000653

所　　在　　地

事 業 所 番 号

評 価 結 果
市町村受理日

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和5年6月12日令和5年2月24日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

2022年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 藤沢トーセイビル３階

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

評  価  機  関
評 価 決 定 日

㈱ケア

23 ～ 35

令和5年5月30日

）

グループホーム日の出

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県川崎市川崎区日ノ出1-12-8

川崎駅から京浜急行大師線に乗り「大師橋」駅下車、産業道路を横浜方面に下り徒
歩10分程の静かな住宅地に立地し、近隣には大きな公園やちょっとした買い物がで
きるコンビニエンスストアがあります。木造2階建ての1階に地域交流スペースや整
骨院と1ユニット、2階には2ユニットの合計3ユニット配置されたグループホームで
す。法人が経営するグループホーム2ヶ所も近くにあり、互いに協力し合い運営し
ています。
＜優れている点＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人
は職員のための保育所を運営し、職員の子供が事業所を慰問することがあります。
職員は普段の日でもイベントを突然開催することがあります。利用者の家族がイチ
ゴを持ってきてくれるとイチゴパーティを開催したり、事業所負担で舟盛や、外出
レクリエーションをするなど、その都度イベントを催しています。また、利用者が
食べる米はすべて農家と直接契約している米を使用し安全安心と美味しい食事に繋
げています。
＜工夫点＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロ
ナ禍により、川崎大師や神社への参拝を自粛していますが、利用者と職員で作成し
た大きな鳥居には、神主を呼び、鳥居に魂を入れる供養をしています。外出できな
い状況の中でも、神が宿るという鳥居で入居者が参拝出来るようにしています。

■

15 ～ 22
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○※ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ※コロナ感染対策により

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム日の出

 ユニット名 桜

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「笑顔の介護」「ご自宅とかわりない安心
感」を理念に掲げております。職員と共有
できるようホームの数か所に理念が掲示し
てあります。

事業所全体では、「笑顔の介護」を基
礎として、事業所では3ユニットすべて
で、独自の理念を持っています。法人
理念につながる「笑顔」という言語を
すべてのフロアーで共有し、利用者だ
けでなく職員や関係各種がすべて笑顔
になれる取り組みをしています。

新型コロナウイルスによりイベントの開催
や参加はできませんでしたが、ご利用者様
のお散歩や、玄関掃除の際、近隣の方にご
挨拶をすることでコミュニケーションを
図っております。

コロナ禍で外出制限がある中でも、感
染症に留意し地域の「老人いこいの
家」に出掛けています。オセロや将
棋、卓球などの娯楽や温泉気分になれ
る大きなお風呂も完備しているこの施
設で、利用者が楽しめるように外出支
援に取り組んでいます。

ホームの行事に参加いただいたり、ご見学
していただくことで地域の方にも認知症の
方の理解をいただいております。

2か月に1度の開催で現状報告、研修の開
催、地域・医療との意見交換をし交流を深
めております。

運営推進会議の構成委員は法人代表理
事、職員、看護師、在宅診療所、整骨
院、町内会婦人部、調剤薬局、など、
第三者機関の集合体のため、様々な立
場の違った視点から意見や助言を得る
ことができています。

会議内で、毎月の利用者に対
する取り組みや、評価がもう
少し話し合われることを今後
次のステップとして期待いた
します。

キャラバンメイトの参加、認知症サポー
ター開催のお手伝い、包括との意見交換会
等、積極的に参加しております。

川崎区の高齢・障害課とは、介護保険
について聞いたり、確認をしていま
す。事業所は川崎市の認知症キャラバ
ンメイト連絡協議会や社会福祉連絡協
議会に加入していますが、現在はコロ
ナ禍ということもあり、積極的な交流
は行っていません。
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束・虐待廃止委員会による3か月に1
度の研修のほか、新人就任時において も個
別研修を行い周知徹底しておりま す。各ユ
ニットのフロアミーティング においてもミ
ニ勉強会を行いスピーチ ロック・ドラッグ
ロック等の事例検討を行っておりま す。

身体拘束廃止のマニュアル及び指針を
作成して、2022年度の研修一覧に基づ
き、年4回の身体拘束廃止研修を委員会
と併用して開催して、会議の議事録を
作っています。マニュアルで確認しな
がら身体拘束のないケアの実践を心が
けています。

社内研修やマニュアルを作成し防止策 に努
めております。また介護保険関連 施設等の
報告書や事例を配布し職員全 体の理解を深
められるよう勉強会を開 催しております。

虐待防止のマニュアル及び指針を作成
して、2022年度の研修一覧に基づき、
年4回の身体拘束廃止研修と並行して虐
待検討会議を開催し会議の議事録を
作っています。マニュアルを確認して
虐待をしないケアの実践を心がけてい
ます。

運営会議にて「後見人 制度」の研修や「日
常生活自立支 援事業」の勉強会を開催いた
しました。また勉強したことを個々のフロ
アミーティングで周知し、職員も知識を深
めております。

契約前のインティーク面接の時点から ご家
族様の不安や疑問にお応えできる よう十分
な説明をし、ご理解をいただ けるよう努め
ております

コロナの影響で面会は原則禁止になりまし
たが、週に1回ユニットリーダーが定期的に
お電話にて日頃のご様子をお伝えすること
で信頼関係を築いております。ご家族様か
ら要望・苦情があった場合は、フロ アミー
ティング等迅速に開催し、サー ビスの向上
に努めております

家族の要望を反映し、面会を、コロナ
禍の現在は玄関と吹き抜けの中庭で
行っています。家族と連絡希望の場
合、携帯で電話したり、事業所の電話
を使い、連絡を取り合っています。職
員も週に1度家族と連携を取り、気にな
ることや、意見を聞いています。

株式会社フィールズ



グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

各ユニットのフロアミーティングで上 がっ
た議題は、毎月行われる運営会議 で報告し
ております。また運営会議の 内容はユニッ
トリーダーから各ユニッ トに報告がなされ
情報共有しておりま す

フロアーミーティングや全体会議で職
員の意見を聞いています。エレベー
ターが使えなくなった場合の利用者の
移動方法措置について、座って階段を
上り降り可能な避難器具の購入や、催
し物でパンを焼きたいという希望があ
り機械の購入をするなどの事例もあり
ます。

各職員は個々の職位・資格等級に合わ せて
給与額が設定されておりやりがい を持って
働ける環境が整備されており ます

会社内にある登山クラブでは登山に行
きたい人を募りいろいろな山に出かけ
ています。費用の一部は会社負担と
し、福利厚生の一環としています。介
護関連資格取得について補助金制度を
整備し、出勤扱いとしています。職員
からの希望で介護資格以外で、折り紙
の研修受講にも勤務扱いにするなど、
意欲的に仕事が出来るような環境にし
ています。

社内研修は「介護の基礎」的な内容の もの
から制度や専門的な内容の物まで 幅広く
行っております。時短のパート 職の方でも
参加しやすい時間帯を考慮 し、全員参加で
くるよう工夫しており ます。また「実践者
研修」等の外部研 修も積極的に参加できる
よう環境が 整っております

事業所では年間で施設内研修を開催し
ています。神奈川県の認知症介護実践
者研修で認知症についての研修を受講
しています。一般職員は川崎市内介
護・福祉従事者向け研修実施の知らせ
を確認して研修会に出席しています。

市の開催するキャラバンメイト連絡会 や、
社協開催行事等に積極的に参加す ることで
同業者とのネットワークを作 り交流を深め
サービスに役立てており ます。

サービス利用開始前は、ご本人様の思 い・
要望・困りごと等を傾聴し信頼関 係に努め
ております。「その人らしさ・今できる強
み」を見つけ、傾 聴の中にも共感を持ち工
夫しておりま す。
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

サービスの利用を開始する段階で、ま ず
「ご本人様の困りごと」「ご家族様 のこま
りごと」と傾聴いたします。ホームでどの
ように生活してもらいたいかをお聞きしケ
アプランに組み入れ、職員間で共有いたし
ます。

まずはじっくりとご本人様・ご家族様 のお
話を伺い、受容いたします。後、 多職種と
連携し必要としている支援を 見極めていき
ます。その人の「出来る 事」に視点を置い
たサービスに努めて おります。

ご本人様の「できる事」に視点を置 き、
「お皿ふき」「洗濯たたみ」「プ ランター
の水あげ」等のお手伝いをし ていただいて
ます。やっていただいた 事には感謝をし、
共に生活を送る良き 関係を構築しておりま
す

来園時にはご利用者様の近況・体調面 等の
お話をこまめにし、ホームでの困 りごと等
はこちらから積極的に報告し 一緒に解決し
ていただいております。 コロナウイルスの
影響で面会制限を設けておりますが、ご家
族様には週1回の定例の電話やお手紙にて近
況をご報告させていた だいております

入所時の面接から、ご本人様の趣味や 出身
地をお聞きし、支援に役立てられ るよう努
めております。ご家族様やご 友人の方にも
協力していただき、ご本 人様の懐かしみの
深い写真や思い出の 品をお部屋に飾るよう
にしておりま す

コロナ禍ではありますが、希望があれ
ば家族と一緒に美容院や馴染みの場
所、食事に行くことがあります。家族
と墓参りにも出かけています。友人と
携帯電話で話したり、年賀状のやり取
りをサポートすることで、関係継続の
支援に努めています。
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご利用者様の相性やADLに合わせて、 テー
ブル配置・レクリエーション・散 歩等工夫
しております

ホームの利用契約が終了したあとはこ ちら
から積極的なフォローはしており ません
が、相談があった場合には丁寧 かつ親身に
対応させていただいており ます。

初回の面接時においてご本人様の生活 スタ
イルをなるべく継続できるよう、 ご意向を
伺っております。ホームでの 生活が始まっ
てからも、本人の要望や 職員の気づきは随
時個人記録に記入し て把握に努めておりま
す

日常の暮らしの中で発する言葉から意
向や思いを汲み取っています。意思疎
通が困難な利用者に対してはその時々
の表情で察して支援に繋げています。
思いが叶っているかや、満足している
かは利用者の表情を確認し、「笑顔」
に向けた支援に努めています。

入所時の面接においては、生活歴、環 境、
お仕事等のお話をできるだけお伺 いしてお
ります。ホームでの生活にも 生かせるよう
に、郷土名物のおやつレ クや、地方に伝わ
る遊び、歌など、 サービスに工夫をしてお
ります

身体状況（バイタル・食事摂取・排泄 等）
においては24時間の個別記録を付 け、体調
の変化を見逃さないよう努め ております。
また日ごろから個々のア クティビティを観
察し個人記録に記入 することで一人ひとり
の有する力を把 握しケアプランにも活かし
ておりま す。
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外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

毎月のフロアミーティングでは各居室 担当
者がご利用者様の経過観察を報告 し短期目
標達成のための意見交換をし ております。
ご家族様面会時や往診時 においても支援の
報告相談をこまめに 行い介護計画に反映し
ております。

ケアプランはフロアミーティングでの
意見交換や報告をもとに、フロアー
リーダー、サブリーダー、ケアマネ
ジャーが中心になって作成していま
す。短期目標は3ヶ月で、モニタリング
を月2回実施しています。家族の要望も
反映したプランになるようにしていま
す。

個々の入居者様の体調管理・身体状 況・生
活記録は毎日記録し、職員 間で情報を共有
しております。ケアプランをもとに、各ユ
ニットではリーダーが「個別支援計画」を
作成し、実践や介護計画の見直しに活かさ
れております

ホームの生活では決まった訪問医療や訪問
歯科・訪問美容がございますが、ご本人様
やご家族様の希望を受け入れ、個別に柔軟
に対応しております。

初回の面談時より、今までの生活スタイ
ル・趣 味・病歴等を詳しくアセスメントさ
せ ていただくことで社会資源を把握し、
ホームに入所しても変わらず地域と密着し
ていけるよう支援しております。

月2回提携医療機関による定期往診があり、
24時間緊急体制・緊急時対応など適切 な医
療を受けられる体制が整っております。本
人及び家族等の希望があれば、地域のかか
りつけ医に受診ができるよう柔軟に対応お
ります。

内科と精神科の訪問医をかかり付け医
とし、看護師がバルーン、褥瘡などの
処置にあたり、24時間オンコール体制
で支援しています。外来受診には職員
が同行し、入居前からの専門医の受診
には家族が同行する場合もあります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

職員は、朝のバイタル測定や往診医申 し送
りノート等を活用し、ご利用者様 の体調管
理を常に把握しております。 何か変化がお
きたときは24時間対応の 訪問看護に連絡し
適切なアドバイスを 受け対応しております

 

協力医療機関と連携し、早期治療に努 めて
おります。入院になった場合も定 期的に面
会をし、情報共有やカンファ レンスの場を
設け、早期に退院できる よう努めておりま
す

 

入所時に重度化・終末期のあり方につ いて
は、医療機関・ご家族様を含め、 ご本人様
の意志を尊重し方針を共有し ております。
看取りの際は再度ご家族様の意思を確認し
医療とも連携しながら支援に取り組んでお
ります。

契約時「重度化した場合における対応
及び看取りに関する方針」を説明して
います。実際に重度化した段階で訪問
医、看護師が同席し、説明していま
す。医師、看護師の指示・指導のもと
家族の意向を踏まえながら「看取り介
護」に取り組んでいます。

職員全体研修（スマイルケア）やフロア
ミーティングでのミニ勉強会において症状
別の勉強会を行っております。所属看護師
による勉強会（心肺蘇生法・応急手当等）
も定期的に実施しております。

各ユニット、毎月1回誘導訓練をしておりま
す。火災、地震、台風、夜間など毎回想定
を変えて、課題解決に努めております。訓
練時 は近隣の方へ参加をお願いしておりま
す

多摩川が近いことから洪水を想定し、2
階へ移動する垂直避難訓練を実施して
います。火災想定の訓練では消防署の
指導で水消火器を使っての訓練を行っ
ています。飲料水、食料品を1階に備蓄
し、ユニットごとにヘルメットを備え
ています。

水害時も想定し、食料品など
の備蓄は1階、2階に分散保管
し、品名・在庫数・賞味期限
が確認できるリストを作成し
て管理することが期待されま
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

利用者様の日常生活において尊厳やプライ
ドを損なわないように注意し声掛け等行っ
ています。人生の大先輩であるという事を
忘れずに、言葉使いにも気を付け、笑顔で
優しい声掛けや挨拶をするよう心掛けてい
ます。

食事、水分摂取、入浴など様々な場面
において無理強いせず、その人のペー
スや意志に合わせて対応しています。
呼称は姓か名前の分かりやすい方で呼
んでいます。理念の「個性・個別性を
尊重」して、その人らしい生活が送れ
るように支援しています。

会話の中でご希望をお聞きし「どちらがい
いですか」等声掛けや提案をしその方らし
い自己決定が出来るよう努めております。
自己決定が難しい方はご家族様に相談した
り、職員がその方に合った選択が一緒に出
来るよう努めています。

利用者様の体調やお気持ちを一番に考慮
し、本人様のペースを崩すことのないよう
心掛けて日々を過ごして頂いております。

毎朝の整容、爪切りや髭剃り等の清潔感を
大事にしています。また、二カ月に一回訪
問カットに来て頂き髪型を整えています。
季節ごとに衣替えや居室の衣類の整理や点
検を行い、その方に適している衣類かを確
認しています。

栄養を考えられた献立となっており、野菜
切りや盛り付けのお手伝いをして頂いてい
ます。食器拭きもやって頂いています。ま
た、毎月食レクやおやつレクを行い、いつ
もと違うメニューを喜んで頂いてます。行
事の際には職員の手作りの物もお出しして
います。

職員が手作りし、利用者も野菜切りや
盛り付けで参加しています。イベント
では、調理師免許を持つ職員による舟
盛りや握り寿司を振る舞い、盛り上が
る機会となっています。障害者施設運
営カフェ・ベーカリーの外食やパンレ
クリエーションでも楽しんでいます。
利用者の食事を楽しむ企画を大切にし
ています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

食事形態、食事量は利用者様の嚥下や咀嚼
状況により職員間で共有しながら個別に提
供しています。食事、水分摂取は無理強い
しない程度に必要な量を摂取して頂いてい
ます。また、毎月初めに体重測定を行い利
用者様の体調把握に努めています。

毎食後に口腔ケアを行い誤嚥性肺炎の予防
等に努めています。また毎週一回の訪問歯
科と連携し、声掛けや介助が必要な方は職
員がお手伝いし、歯間ブラシやマウス
ウォッシュも使用し、一人一人に合った口
腔ケアを実施しています。口腔体操も行っ
ています。

生活記録より個々の排泄パターンを把握し
お声掛けにて介入しています。リハビリパ
ンツやパッドや布下着がその方に合ってい
るか等見直しを適宜行っています。

食事・排泄・入浴などを個人別に記録
した時系列の生活記録表をもとに誘導
しています。夜間もトイレでの排泄を
基本とし、声掛け・誘導しています。
排便困難の利用者に温水洗浄便座を活
用し、痛みの無い自然な排便を促して
います。

排泄記録にて便困把握し、体操やマッサー
ジ、散歩等の運動を取りいれたり乳酸菌飲
料を提供したりとなるべく自然排便を促し
ています。必要に応じてナースに相談し、
下剤の使用をする場合もあります。

入浴は週２回は入って頂けるようにしてい
ます。入浴剤を使用したり季節の湯も実施
しています。体調に応じて短めにしたり曜
日を変更したりする場合もあります。お身
体の状態によって機械浴も使用します。肌
の弱い方は石鹼や優しいシャンプーも使用
します。

日曜日以外は入浴可能です。ゆっくり
入浴できるように1日2人を目安にして
います。機械浴の設備があり、脱衣室
にはトイレを設置しています。入浴拒
否の人には時間を代えたり、足湯から
入浴に移行するなど工夫しています。
薬草湯を楽しんでいます。
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

夜なかなか眠れない方は日中に散歩や運動
等の活動を取り入れ、安眠できるように努
めています。日中もその方にあった就寝や
起床時間を職員が把握し、仮眠も取り入れ
る等それぞれの方が休息できるように努め
ています。

往診時に主治医や看護師、薬剤師と相談
し、連携を取り、一人一人の身体状況に合
わせて薬の処方をお願いしています。また
薬の変更等あった方は職員に周知し情報共
有しています。日常で何か変化があればす
ぐに相談できるような体制にしています。

ケアプランやその方の情報から生活歴や趣
味、お好きな事等があれば個別に対応し、
また季節の行事等皆様が楽しんで頂けるよ
うなレクリエーション（職員の仮装等）の
企画もしています。お誕生日会も実施して
います。

コロナウイルスの影響もあり外出の機会は
減りましたが施設内の交流スペースで手作
りコンサートや裏庭への外気浴、近くの公
園への散歩等行っています。自宅への一時
帰宅や受診時には御家族様にご協力頂き感
染対策をして頂くよう努めています。

近くの公園や多摩川までが日常の散歩
コースで、車で大師公園へ行くことも
あります。コロナ禍で自粛していた海
ほたるへのドライブを再開したいと考
えています。吹き抜けの中庭や裏庭で
外気浴をして戸外の風にふれ、気分転
換を図っています。

コロナウイルスの影響もありなかなか外出
が難しくなっているため、欲しい物や必要
な物は職員が買わせて頂いています。玄関
先にある自動販売機で飲み物を買ったりも
しています。（以前は近所でお茶をしたり
市域のイベントに参加したりしていまし
た。）
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

1カ月に１度写真付きのホーム便りをご家族
様に送付させて頂いています。ご家族様か
ら手紙が届いた際は職員からお渡ししてい
ます。必要な方は携帯電話もルールを守っ
て頂き所持して頂いています。暑中見舞い
や年賀状は写真入りのハガキをお送りして
います。

フロア内に手作りカレンダーを作成し貼り
出しています。その他皆様と季節の製作等
も行いフロア内に飾っています。トイレの
場所や、席が分からなくなってしまう方に
は声掛けし、掃除もこまめに行い清潔で明
るく落ち着いて過ごして頂けるようなフロ
アであるよう努めています。

中庭からの採光で居間は明るく、壁に
はカレンダーや貼り絵など手作りの作
品を飾っています。ウッドデッキの中
庭は外気浴や日光浴の場となっていま
す。1階には地域交流スペースがあり各
種イベントを催しています。利用者は
もとより地域の人も通院できる整骨院
コーナーもあり施術を行っています。

ソファーや椅子を用意しそれぞれお好きな
場所でゆっくり過ごして頂いたり、テレビ
を観たい方はテレビの前に座って頂く等し
ています。また人間関係にも配慮しコミュ
ニケーションが取りやすいよう座席の位置
等を考えています。

ご自宅から馴染みのある家具や、ご家族様
のお写真等、それぞれ好きな物をお持ち頂
き心地良く過ごして頂けるようにしていま
す。また、必要な物があれば持参して頂け
るようご家族様にもご協力頂いています。

エアコン、ベッド、照明を備え付けて
います。利用者は使い慣れたタンス、
イスなどの家具や寝具、テレビを持ち
込んでいます。家族や職員の協力で写
真や思い出の品を飾っています。居室
担当職員が些細に観察しながら衣類整
理や環境整備を支援しています。

各居室の表札、トイレ表示も分かりやすい
ように大きく表示しています。必要な場所
に手すりの設置をしたり名前を貼ったりと
皆様が分かりやすく使いやすいような配慮
をしています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○※ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ※コロナ感染対策により

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム日の出

 ユニット名 椿

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「笑顔の介護」「ご自宅とかわりない安心
感」を理念に掲げております。職員と共有で
きるようホームの数か所に理念が掲示してあ
ります。

新型コロナウイルスによりイベントの開催や
参加はできませんでしたが、ご利用者様のお
散歩や、玄関掃除の際、近隣の方にご挨拶を
することでコミュニケーションを図っており
ます。

ホームの行事に参加いただいたり、ご見学し
ていただくことで地域の方にも認知症の方の
理解をいただいております。

2か月に1度の開催で現状報告、研修の開催、
地域・医療との意見交換をし交流を深めてお
ります。

キャラバンメイトの参加、認知症サポーター
開催のお手伝い、包括との意見交換会等、積
極的に参加しております。
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束・虐待廃止委員会による3か月に1度
の研修のほか、新人就任時において も個別
研修を行い周知徹底しておりま す。各ユ
ニットのフロアミーティング においてもミ
ニ勉強会を行いスピーチ ロック・ドラッグ
ロック等の事例検討を行っておりま す。

社内研修やマニュアルを作成し防止策 に努
めております。また介護保険関連 施設等の
報告書や事例を配布し職員全 体の理解を深
められるよう勉強会を開 催しております。

運営会議にて「後見人 制度」の研修や「日
常生活自立支 援事業」の勉強会を開催いた
しました。また勉強したことを個々のフロア
ミーティングで周知し、職員も知識を深めて
おります。

契約前のインティーク面接の時点から ご家
族様の不安や疑問にお応えできる よう十分
な説明をし、ご理解をいただ けるよう努め
ております

コロナの影響で面会は原則禁止になりました
が、週に1回ユニットリーダーが定期的にお
電話にて日頃のご様子をお伝えすることで信
頼関係を築いております。ご家族様から要
望・苦情があった場合は、フロ アミーティ
ング等迅速に開催し、サー ビスの向上に努
めております
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

各ユニットのフロアミーティングで上 がっ
た議題は、毎月行われる運営会議 で報告し
ております。また運営会議の 内容はユニッ
トリーダーから各ユニッ トに報告がなされ
情報共有しておりま す

各職員は個々の職位・資格等級に合わ せて
給与額が設定されておりやりがい を持って
働ける環境が整備されており ます

社内研修は「介護の基礎」的な内容の もの
から制度や専門的な内容の物まで 幅広く
行っております。時短のパート 職の方でも
参加しやすい時間帯を考慮 し、全員参加で
くるよう工夫しており ます。また「実践者
研修」等の外部研 修も積極的に参加できる
よう環境が 整っております

市の開催するキャラバンメイト連絡会 や、
社協開催行事等に積極的に参加す ることで
同業者とのネットワークを作 り交流を深め
サービスに役立てており ます。

サービス利用開始前は、ご本人様の思 い・
要望・困りごと等を傾聴し信頼関 係に努め
ております。「その人らしさ・今できる強
み」を見つけ、傾 聴の中にも共感を持ち工
夫しておりま す。

株式会社フィールズ
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

サービスの利用を開始する段階で、ま ず
「ご本人様の困りごと」「ご家族様 のこま
りごと」と傾聴いたします。ホームでどのよ
うに生活してもらいたいかをお聞きしケアプ
ランに組み入れ、職員間で共有いたします。

まずはじっくりとご本人様・ご家族様 のお
話を伺い、受容いたします。後、 多職種と
連携し必要としている支援を 見極めていき
ます。その人の「出来る 事」に視点を置い
たサービスに努めて おります。

ご本人様の「できる事」に視点を置 き、
「お皿ふき」「洗濯たたみ」「プ ランター
の水あげ」等のお手伝いをし ていただいて
ます。やっていただいた 事には感謝をし、
共に生活を送る良き 関係を構築しておりま
す

来園時にはご利用者様の近況・体調面 等の
お話をこまめにし、ホームでの困 りごと等
はこちらから積極的に報告し 一緒に解決し
ていただいております。 コロナウイルスの
影響で面会制限を設けておりますが、ご家族
様には週1回の定例の電話やお手紙にて近況
をご報告させていた だいております

入所時の面接から、ご本人様の趣味や 出身
地をお聞きし、支援に役立てられ るよう努
めております。ご家族様やご 友人の方にも
協力していただき、ご本 人様の懐かしみの
深い写真や思い出の 品をお部屋に飾るよう
にしておりま す
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご利用者様の相性やADLに合わせて、 テーブ
ル配置・レクリエーション・散 歩等工夫し
ております

ホームの利用契約が終了したあとはこ ちら
から積極的なフォローはしており ません
が、相談があった場合には丁寧 かつ親身に
対応させていただいており ます。

初回の面接時においてご本人様の生活 スタ
イルをなるべく継続できるよう、 ご意向を
伺っております。ホームでの 生活が始まっ
てからも、本人の要望や 職員の気づきは随
時個人記録に記入し て把握に努めておりま
す

入所時の面接においては、生活歴、環 境、
お仕事等のお話をできるだけお伺 いしてお
ります。ホームでの生活にも 生かせるよう
に、郷土名物のおやつレ クや、地方に伝わ
る遊び、歌など、 サービスに工夫をしてお
ります

身体状況（バイタル・食事摂取・排泄 等）
においては24時間の個別記録を付 け、体調
の変化を見逃さないよう努め ております。
また日ごろから個々のア クティビティを観
察し個人記録に記入 することで一人ひとり
の有する力を把 握しケアプランにも活かし
ておりま す。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

毎月のフロアミーティングでは各居室 担当
者がご利用者様の経過観察を報告 し短期目
標達成のための意見交換をし ております。
ご家族様面会時や往診時 においても支援の
報告相談をこまめに 行い介護計画に反映し
ております。

個々の入居者様の体調管理・身体状 況・生
活記録は毎日記録し、職員 間で情報を共有
しております。ケアプランをもとに、各ユ
ニットではリーダーが「個別支援計画」を作
成し、実践や介護計画の見直しに活かされて
おります

ホームの生活では決まった訪問医療や訪問歯
科・訪問美容がございますが、ご本人様やご
家族様の希望を受け入れ、個別に柔軟に対応
しております。

初回の面談時より、今までの生活スタイル・
趣 味・病歴等を詳しくアセスメントさせ て
いただくことで社会資源を把握し、ホームに
入所しても変わらず地域と密着していけるよ
う支援しております。

月2回提携医療機関による定期往診があり、
24時間緊急体制・緊急時対応など適切 な医
療を受けられる体制が整っております。本人
及び家族等の希望があれば、地域のかかりつ
け医に受診ができるよう柔軟に対応おりま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

職員は、朝のバイタル測定や往診医申 し送
りノート等を活用し、ご利用者様 の体調管
理を常に把握しております。 何か変化がお
きたときは24時間対応の 訪問看護に連絡し
適切なアドバイスを 受け対応しております

協力医療機関と連携し、早期治療に努 めて
おります。入院になった場合も定 期的に面
会をし、情報共有やカンファ レンスの場を
設け、早期に退院できる よう努めておりま
す

入所時に重度化・終末期のあり方につ いて
は、医療機関・ご家族様を含め、 ご本人様
の意志を尊重し方針を共有し ております。
看取りの際は再度ご家族様の意思を確認し医
療とも連携しながら支援に取り組んでおりま
す。

職員全体研修（スマイルケア）やフロアミー
ティングでのミニ勉強会において症状別の勉
強会を行っております。所属看護師による勉
強会（心肺蘇生法・応急手当等）も定期的に
実施しております。

各ユニット、毎月1回誘導訓練をしておりま
す。火災、地震、台風、夜間など毎回想定を
変えて、課題解決に努めております。訓練時
は近隣の方へ参加をお願いしておりま す
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

尊厳を傷つけないお声掛けをしています。訪
室時、お声掛け時のノックなどプライバシー
を損ねない配慮をしています。

ご利用者様の思いを傾聴し、またいつでもご
自分から発信して頂けるようにスタッフが
ゆったりした姿勢で過ごしています。

利用者様のペースで生活して頂いています。
レクレーションや行事なども参加したくない
時は強要しません。普段の役割や入浴なども
やりたくない時はお休み頂いてます。

個々の整容へのこだわりなどを維持確保でき
るように支援しています（ご家族との連携な
ど）訪問カットの際はご本人様のご要望に合
わせたカットをしています。

食材を切る、盛り付ける、食器洗い、お皿拭
きなどご利用者様と共同で行っています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

嗜好、食形態を把握し食事、おやつ、水分を
提供しています。その日の体調に応じて柔軟
に対応しています。食事量、水分については
記録に残します。

歯科と連携し個々に合った口腔ケアを実施し
ています。

個々の排泄リズムを把握しお声掛けしていま
す、マジックテープ付きパットを使うなどし
て自立支援しています、ご本人様がお困りの
時にはお手伝いをしています。

個々の排便リズムに合わせた支援をしていま
す。普段より乳酸菌飲料を提供する、体操す
るなどして自然なお通じを促すように配慮し
ています。水分補給も少なくならない様見守
ります

入浴日は決まっていますがお声掛けの際に自
己決定して頂いてます。入浴したくない時は
日時変更や体調に合わせて清拭を行ったり足
浴を行ったりしています。入浴剤も気分に合
わせ随時変えます。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

個々の体調に合わせた生活リズムで過ごして
頂いています。睡眠不足であればお昼寝を設
けたりしています。また照明など工夫してま
す。

内服薬の変更などの情報を往診記録や申し送
りにてスタッフで共有し症状の変化に留意し
ています。飲みにくいお薬は飲みやすいよう
に工夫して提供しています。

個々に合った役割を持って頂いています。実
施するときは必ずご本人様に意思決定をして
頂いています。合同レクレーションも嗜好が
偏らないようにしています。

ご家族との外出、外泊や日中近隣の公園など
への散歩を行っています。コロナ禍の為、地
域行事への参加や外食などは実施出来ません
でした。

ご要望あれば近所のスーパーへお買い物へ
行ったりしていますがコロナ禍で実現する事
ができませんでした。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

暑中見舞い、年賀状をご家族にお送りする際
出来る範囲でご利用者様に自筆頂いていま
す。またご家族へ電話をしたい、面会がした
いとご要望あればご家族に連絡をして実現す
るようにしています。

季節感を感じて頂けるように毎月のカレン
ダー作成し壁に貼っています。共用スペース
では導線をふさがないようにしています。ト
イレ洗面台などはこまめに掃除し気持ちよく
使って頂けるようにしています。

自席以外でもご気分で移動できるようにソ
ファを置くなどしています。お好きな時間に
ご本人様のペースで自室で過ごして頂いてま
す。

居室内はご本人様の馴染みの物をお好きなよ
うに配置しています。照明や空調もご本人様
に併せて設定しています。

導線確保や手すりの配置、トイレなど共用部
分の標識などに配慮しています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○※ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ※コロナ感染対策により

○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム日の出

 ユニット名 楓

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「笑顔の介護」「ご自宅とかわりない安心感」
を理念に掲げております。職員と共有できるよ
うホームの数か所に理念が掲示してあります。

新型コロナウイルスによりイベントの開催や参
加はできませんでしたが、ご利用者様のお散歩
や、玄関掃除の際、近隣の方にご挨拶をするこ
とでコミュニケーションを図っております。

ホームの行事に参加いただいたり、ご見学して
いただくことで地域の方にも認知症の方の理解
をいただいております。

2か月に1度の開催で現状報告、研修の開催、地
域・医療との意見交換をし交流を深めておりま
す。

キャラバンメイトの参加、認知症サポーター開
催のお手伝い、包括との意見交換会等、積極的
に参加しております。
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束・虐待廃止委員会による3か月に1度の
研修のほか、新人就任時において も個別研修を
行い周知徹底しておりま す。各ユニットのフロ
アミーティング においてもミニ勉強会を行いス
ピーチ ロック・ドラッグロック等の事例検討を
行っておりま す。

社内研修やマニュアルを作成し防止策 に努めて
おります。また介護保険関連 施設等の報告書や
事例を配布し職員全 体の理解を深められるよう
勉強会を開 催しております。

運営会議にて「後見人 制度」の研修や「日常生
活自立支 援事業」の勉強会を開催いたしまし
た。また勉強したことを個々のフロアミーティ
ングで周知し、職員も知識を深めております。

契約前のインティーク面接の時点から ご家族様
の不安や疑問にお応えできる よう十分な説明を
し、ご理解をいただ けるよう努めております

コロナの影響で面会は原則禁止になりました
が、週に1回ユニットリーダーが定期的にお電話
にて日頃のご様子をお伝えすることで信頼関係
を築いております。ご家族様から要望・苦情が
あった場合は、フロ アミーティング等迅速に開
催し、サー ビスの向上に努めております
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

各ユニットのフロアミーティングで上 がった議
題は、毎月行われる運営会議 で報告しておりま
す。また運営会議の 内容はユニットリーダーか
ら各ユニッ トに報告がなされ情報共有しており
ま す

各職員は個々の職位・資格等級に合わ せて給与
額が設定されておりやりがい を持って働ける環
境が整備されており ます

社内研修は「介護の基礎」的な内容の ものから
制度や専門的な内容の物まで 幅広く行っており
ます。時短のパート 職の方でも参加しやすい時
間帯を考慮 し、全員参加でくるよう工夫してお
り ます。また「実践者研修」等の外部研 修も
積極的に参加できるよう環境が 整っております

市の開催するキャラバンメイト連絡会 や、社協
開催行事等に積極的に参加す ることで同業者と
のネットワークを作 り交流を深めサービスに役
立てており ます。

サービス利用開始前は、ご本人様の思 い・要
望・困りごと等を傾聴し信頼関 係に努めており
ます。「その人らしさ・今できる強み」を見つ
け、傾 聴の中にも共感を持ち工夫しておりま
す。
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

サービスの利用を開始する段階で、ま ず「ご本
人様の困りごと」「ご家族様 のこまりごと」と
傾聴いたします。ホームでどのように生活して
もらいたいかをお聞きしケアプランに組み入
れ、職員間で共有いたします。

まずはじっくりとご本人様・ご家族様 のお話を
伺い、受容いたします。後、 多職種と連携し必
要としている支援を 見極めていきます。その人
の「出来る 事」に視点を置いたサービスに努め
て おります。

ご本人様の「できる事」に視点を置 き、「お皿
ふき」「洗濯たたみ」「プ ランターの水あげ」
等のお手伝いをし ていただいてます。やってい
ただいた 事には感謝をし、共に生活を送る良き
関係を構築しております

来園時にはご利用者様の近況・体調面 等のお話
をこまめにし、ホームでの困 りごと等はこちら
から積極的に報告し 一緒に解決していただいて
おります。 コロナウイルスの影響で面会制限を
設けておりますが、ご家族様には週1回の定例の
電話やお手紙にて近況をご報告させていた だい
ております

入所時の面接から、ご本人様の趣味や 出身地を
お聞きし、支援に役立てられ るよう努めており
ます。ご家族様やご 友人の方にも協力していた
だき、ご本 人様の懐かしみの深い写真や思い出
の 品をお部屋に飾るようにしておりま す
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご利用者様の相性やADLに合わせて、 テーブル
配置・レクリエーション・散 歩等工夫しており
ます

ホームの利用契約が終了したあとはこ ちらから
積極的なフォローはしており ませんが、相談が
あった場合には丁寧 かつ親身に対応させていた
だいており ます。

初回の面接時においてご本人様の生活 スタイル
をなるべく継続できるよう、 ご意向を伺ってお
ります。ホームでの 生活が始まってからも、本
人の要望や 職員の気づきは随時個人記録に記入
し て把握に努めております

入所時の面接においては、生活歴、環 境、お仕
事等のお話をできるだけお伺 いしております。
ホームでの生活にも 生かせるように、郷土名物
のおやつレ クや、地方に伝わる遊び、歌など、
サービスに工夫をしております

身体状況（バイタル・食事摂取・排泄 等）にお
いては24時間の個別記録を付 け、体調の変化を
見逃さないよう努め ております。また日ごろか
ら個々のア クティビティを観察し個人記録に記
入 することで一人ひとりの有する力を把 握し
ケアプランにも活かしておりま す。
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グループホーム日の出

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

毎月のフロアミーティングでは各居室 担当者が
ご利用者様の経過観察を報告 し短期目標達成の
ための意見交換をし ております。ご家族様面会
時や往診時 においても支援の報告相談をこまめ
に 行い介護計画に反映しております。

個々の入居者様の体調管理・身体状 況・生活記
録は毎日記録し、職員 間で情報を共有しており
ます。ケアプランをもとに、各ユニットでは
リーダーが「個別支援計画」を作成し、実践や
介護計画の見直しに活かされております

ホームの生活では決まった訪問医療や訪問歯
科・訪問美容がございますが、ご本人様やご家
族様の希望を受け入れ、個別に柔軟に対応して
おります。

初回の面談時より、今までの生活スタイル・趣
味・病歴等を詳しくアセスメントさせ ていただ
くことで社会資源を把握し、ホームに入所して
も変わらず地域と密着していけるよう支援して
おります。

月2回提携医療機関による定期往診があり、24時
間緊急体制・緊急時対応など適切 な医療を受け
られる体制が整っております。本人及び家族等
の希望があれば、地域のかかりつけ医に受診が
できるよう柔軟に対応おります。

株式会社フィールズ
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

職員は、朝のバイタル測定や往診医申 し送り
ノート等を活用し、ご利用者様 の体調管理を常
に把握しております。 何か変化がおきたときは
24時間対応の 訪問看護に連絡し適切なアドバイ
スを 受け対応しております

協力医療機関と連携し、早期治療に努 めており
ます。入院になった場合も定 期的に面会をし、
情報共有やカンファ レンスの場を設け、早期に
退院できる よう努めております

入所時に重度化・終末期のあり方につ いては、
医療機関・ご家族様を含め、 ご本人様の意志を
尊重し方針を共有し ております。看取りの際は
再度ご家族様の意思を確認し医療とも連携しな
がら支援に取り組んでおります。

職員全体研修（スマイルケア）やフロアミー
ティングでのミニ勉強会において症状別の勉強
会を行っております。所属看護師による勉強会
（心肺蘇生法・応急手当等）も定期的に実施し
ております。

各ユニット、毎月1回誘導訓練をしております。
火災、地震、台風、夜間など毎回想定を変え
て、課題解決に努めております。訓練時 は近隣
の方へ参加をお願いしておりま す
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

居室に入る際はご本人の承諾を得てから入るよ
うにし、特に更衣、入浴、排泄ケアに関しては
尊厳を持ったお声掛けや分かりやすいお言葉か
けを行い、丁寧かつ羞恥心に配慮するよう心が
けています。

日頃から職員と利用者のコミュニケーションを
大事にし、ご本人の視点に立ち支援できるよう
努めております、ご本人様の表情や健康状態含
めてその都度対応行っております。

個々の体力、要望をもとにレクや体操などは強
引ではなくご本人のペースに合わせて参加して
いただき、散歩、食器の片付け、洗濯畳み等個
別対応出来るよう配慮し過ごして頂いていま
す。

2カ月に1回訪問理美容にてカットをして頂いて
おり、ご自身での整容や職員がお手伝いするこ
ともあります。衣類についてはご本人と相談し
ながら、お好きな洋服を選んでいただいていま
す。

日々の生活の中で食事の好みなど聞きながら、
一人一人の希望を形にしている。行事食や、食
レクを定期的に企画し、日頃のおやつも手作り
の物を提供することもあります。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

タイヘイのメニューと食材を使用しバランスの
良い食事を提供しております。一日の食事量、
水分量を記録し摂取状況を理解し、個々の食事
形態や能力に応じた食器類等の見直しを適時
行っています。

毎食後口腔ケアを行い誤嚥性肺炎の予防に努め
ており、必要に応じて介助も入るようにしてい
ます。毎週火曜日に訪問歯科をお願いし嚥下状
況等のアドバイスをもらっています。

記録や一日を通しての申送りを通してご本人の
排泄パターンや能力を把握し、お声掛けのタイ
ミングやパットの種類を個々に適切した物を使
用し排泄できるよう支援しております。

水分をしっかり取っていただき野菜や乳製品を
バランスよく摂れるよう心掛け運動などを行っ
ております。

身体状況に合わせて、平日～土曜の午前中に1日
3名を基準に週2回入浴して頂いています。出来
る限りご本人の意思に沿った入浴支援ができる
様務め、体や健康状態に合わせて機械浴も行っ
ています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

夜ぐっすりと眠っていただけるように、日中は
体操や散歩、レクレーションを行い、体を動か
せるように努めております。居室内も個人の望
む環境になるように配慮しております。

医療機関や薬局に相談し指示を仰ぎながら行っ
ております、内服前には名前、日時を声に出し
て読み上げ、服薬、飲み込まれるまで確認して
います。薬の間違いが無いように2名でダブル
チェックを行っています。

ケアプラン、アセスメントシートをもとに一人
一人の生活歴や趣味を理解し、出来る事、得意
とされている事を本人の役割としてお願いして
います。行う際は必ず意思確認を行い自己決定
出来るように努めています。

日中近隣への散歩を行ったり、外出などはご家
族の協力を得ながら支援しております。地域行
事や外食はコロナ禍の為出来ませんでした。

施設で個人のお金をお小遣いとしお預かりし、
利用者が必要な物や希望する物を購入したり、
職員といっしょに買い物に行ったりしていま
す。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

暑中見舞いや年賀状をお送りする際、利用者に
自筆していただいたり、ご家族様への電話や手
紙の希望があれば出来る限り連絡が取り合える
よう対応させて頂いています。

共用のリビングには季節感を感じて頂けるよう
に適時壁面作成をし飾っております。共用の空
間は清潔感を保てるように日中3回の定期的に掃
除し居心地よく過ごせるように行っています。

テレビや時には音楽を流しリラックスして頂け
るようにしております。人間関係にも配慮し座
席位置やソファを置くなどして空間、レイアウ
トに工夫おります。

居室内は家から使いなれた馴染みの物を持って
きて頂くなどし、安心して過ごして頂けるよう
にしております。

表札を各居室の入り口に付け、トイレの場所も
分かりやすく表示しております。安全に移動で
きるよう、手すりを設置したり、導線を意識し
利用しやすい配置を心掛けております。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議を活かした取組み 会議内で、利用者様への具体的なサー
ビス、取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かすことができる

ユニット内で毎月の利用者様への取り
組みをあげ、困難事例など共有しほう
が良い例を数件運営推進会議であげ、
多職種で話し合うことによりサービス
向上に活かせるよう努める

3ヶ月

2 35

災害対策 水害も想定し備蓄品を1階、2階とわけ
在庫リストを明確にする

備蓄品をフロアで分ける
在庫リストの作成

1ヶ月

3 33

急変時や重度化に備えた職員の研修 重度化、急変時・終末期のマニュアル
整備と定期的な研修や周知

重度化、急変時・終末期のマニュアル
整備と周知
定期的な研修（概ね3ヶ月に1回） 3ヶ月

4 10

職員を育てる仕組み 未経験者、無資格者に「認知症介護基
礎研修」を受講してもらう
有資格者でも定期的に外部研修に参加
し、事業所内で共有してもらう

無資格者は市内で行われる「認知症基
礎研修」に参加
有資格者は管理者と面接をし、学びた
い研修項目をヒアリングし、外部研修
に参加してもらう。参加後は事業所内
研修の講師役になってもらう。

3ヶ月

5 ヶ月

2022年度

事業所名　
作成日：　2023年　　6月　　9日


